
インプット（予算）

アクティビティ
（事業概要）

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

地区防災計画の
意義をより具体
的に周知

住民等の計画作
成を支援する人
材の発掘・育成
及びそれら人材
への支援

令和３年度
補正予算

（別紙）

国民の自助・共助が向上
し、災害発生時に主体的
で適切な避難行動を取り、
命を守ることができる

地区防災計画による自助・共助の強化に関する調査・検討業務ロジックモデル

○実践的な防災行動推進事業経費
（国民運動の推進、防災教育の推進）

その他の関連事業、施策

初期（※）アウトカム①
・地区防災計画の意義を
認識している人を増やす

・周知イベントの参加者
数、参加者へのアンケー
トによる理解度評価

中長期（※）アウトカム
・地区防災計画の作成数
や計画作成中の地区数
の増加

・地区防災計画の作成数
・計画作成中の地区数

・地区防災計画の意義
を周知するための資料
の作成、資料を用いた
周知の実施

・質の高い資料、地区
防災計画フォーラム等
の周知イベントの開催

・計画作成の支援に関
する資料の作成、資料
を用いた周知の実施

・質の高い資料、計画
作成の支援人材に向
けたイベントの開催

初期（※）アウトカム②
・作成支援に必要な能力
を理解している人材を増
やす

・支援人材に向けたイベ
ントの参加者数、参加者
へのアンケートによる理
解度評価

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

（※）時間軸で初期→中長期で設定。

解決すべき
問題・課題

災害発生時に住民が主体的で適切な避難行動を取り、命を守るためには、住民等が主体となった
避難に関する取組の強化や防災意識の向上等、自助・共助を促進することが必要。

上記問題・課題
と事業との関係

住民等が市町村と連携しながら、自発的な防災活動を推進し、地域の防災力を高めるために創設
された地区防災計画制度を推進することで、自助・共助を促進することが可能となる。

（注１）アウトプット及びアウトカムの点線枠内には、何をもってアウトプット及びアウトカムを測るのかを記載する。
（注２）アウトカムを定量的に測ることが困難な場合には、代替となる事項をもってアウトカムを測ることの相当な理由も同枠内に記載する。

中期アウトカム
・各地域において、それ
ぞれの地域に応じた防災
に関する活動に取り組む
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